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〈表紙写真〉特集「本格始動！一貫教育」えびのの教育のこれから「P2 ～ P9」

【特集】本格始動一貫教育
　　　　　えびのの教育のこれから〔P2～ P5〕

〈表紙写真〉上江小学校での英会話科の授業「特集一貫教育！本格始動　えびのの教育のこれから（P2 ～ P9）」

本格始動！一貫教育　えびのの教育のこれから（Ｐ 2 ～Ｐ 9）特集

資産と負債のバランスは？（Ｐ 10 ～ P11）

年に一度の狂犬病予防注射を（Ｐ 12 ～ P13）

えびのに停車「新幹線接続バス」（P14）

「真幸駅開業 100 周年」絵手紙作品募集（P15）
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本格始動！
えびのの教育のこれから

特　集 4
月
1
日
（
金
）
曜
日

一貫教育
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中学校教員が小学校に来る乗り入れ授業 保護者も参加するあいさつ運動（加久藤中学校） 上江中学校で毎朝行われるあいさつ運動

2
年
間
の
条
件
整
備
、
基
礎
づ
く
り
、

検
証
を
経
て
、
4
月
か
ら
え
び
の
市
の

一
貫
教
育
が
本
格
始
動
し
ま
す
。

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
を
起
こ
さ
な
い

　

平
成
19
年
11
月
、
国
の
中
央
教
育
審
議

会
教
育
課
程
部
会
は
「
審
議
の
ま
と
め
」

で
、進
学
の
際
に
起
こ
る
問
題
と
し
て「
中

1
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

中
1
ギ
ャ
ッ
プ
と
は
、
中
学
1
年
生
に

な
っ
た
と
た
ん
、
学
習
や
生
活
の
変
化
に

な
じ
め
ず
不
登
校
に
な
っ
た
り
、
い
じ
め

が
急
増
し
た
り
す
る
と
い
う
現
象
で
す
。

　

こ
の
問
題
の
原
因
は
「
新
し
い
環
境
に

な
じ
め
な
い
」「
勉
強
に
つ
い
て
い
け
な

い
」
こ
と
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
改
善
に
は

「
小
中
学
校
間
の
密
な
つ
な
が
り
」
が
必

要
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

え
び
の
市
は
、
平
成
19
・
20
年
度
構
造

改
革
特
別
区
域
制
度
を
活
用
し
、
飯
野
地

区
で
一
貫
教
育
の
実
施
。
平
成
21
年
度
か

ら
は
、
市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
一
貫

教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
を
行
う
こ
と
で
、
小
・

中
校
間
の
連
携
・
接
続
を
円
滑
に
し
、
児

童
生
徒
の
成
長
や
発
達
を
、
よ
り
長
い

期
間
で
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
が
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど

の
問
題
の
解
消
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

一
貫
教
育
の
目
指
す
も
の

　

え
び
の
市
で
は
、
一
貫
教
育
を
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
の
問
題
解
決
ば
か
り
だ
け

で
は
な
く
、
え
び
の
市
の
未
来
を
担
う
人

材
育
成
手
段
と
し
て
も
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
一
貫
教
育
の
目
指
す

も
の
と
し
て
、

①
「
た
く
ま
し
い
か
ら
だ
、
豊
か
な
心
、

す
ぐ
れ
た
知
性
」
を
そ
な
え
、
郷
土
に
対

す
る
誇
り
と
柔
軟
な
国
際
感
覚
に
あ
ふ
れ

た
子
ど
も
の
育
成
。
②
新
た
な
次
代
を

担
っ
て
行
く
気
概
を
持
っ
た
心
身
と
も
に

調
和
の
と
れ
た
子
ど
も
の
育
成
が
可
能
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
中
一
貫
し
た
ふ
る
さ
と
教
育

　

少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
ふ
る
さ
と

を
理
解
し
、
ふ
る
さ
と
に
貢
献
す
る
人
材

の
育
成
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

え
び
の
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
こ
と
を
学

ぶ
「
え
び
の
学
」
を
、
小
中
で
、
一
貫
性

を
持
っ
た
学
習
内
容
で
実
施
し
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
自

分
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
夢
や
希
望
を

抱
い
て
、
え
び
の
に
貢
献
す
る
気
概
を
持

つ
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

国
際
化
に
対
応
し
た
教
育

　

え
び
の
市
で
は
、小
学
校
は
英
会
話
科
、

中
学
校
は
英
語
表
現
科
を
平
成
20
年
度
か

ら
導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
英

語
教
員
に
よ
る
小
学
校
で
の
授
業
や
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
に
よ
る
小
中
学

校
で
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

英
語
の
授
業
で
は
、中
学
校
の
教
員
が
、

小
学
校
に
「
乗
り
入
れ
授
業
」
を
行
い
ま

す
。
中
学
校
の
専
門
性
の
高
い
指
導
を
行

う
こ
と
で
、
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
習
得
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

4
月
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に

伴
い
全
国
で
は
、
小
学
校
の
高
学
年
（
小

学
校
5
年
生
）
か
ら
外
国
語
活
動
が
新
た

に
設
け
ら
れ
ま
す
。
え
び
の
市
で
は
、
す

で
に
、
平
成
20
年
度
か
ら
小
学
校
3
年
生

か
ら
外
国
語
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

23
年
度
か
ら
本
格
ス
タ
ー
ト

　

一
貫
教
育
の
本
格
ス
タ
ー
ト
を
前
に
、

平
成
21
年
度
は
、
小
中
９
年
間
を
見
通
し

た
一
貫
教
育
体
制
の
確
立
を
行
い
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
小
学
校
、
中
学
校
の

教
員
が
、
互
い
に
異
な
る
教
育
環
境
を
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
融
合
を
図
る
な
ど
、
条

件
の
整
備
・
基
礎
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
は
、
平
成
21
年
度
の
基
礎

の
検
証
を
行
う
た
め
、
各
中
学
校
区
で
、

児
童
生
徒
の
交
流
、
年
間
を
通
し
て
の
乗

り
入
れ
授
業
な
ど
を
行
い
、
家
庭
・
地
域
・

学
校
等
の
連
携
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
地
域
に
密
着
し

た
各
中
学
校
区
ご
と
に
特
色
の
あ
る
一
貫

教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ALT による英語表現科の授業

地元の人を講師にしたたこづくり教室
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えびの学部会
座長　西岡有紀さん

（上江中学校教頭）

社会性・コミュニケーション能力を育てるために、えびの独自の教育が行われています。
ふるさとを愛し、自分に自信と誇りが持てる子どもの育成を目指します。

豊かな可能性を伸ばすために

　えびの学の年間指導計画に「えびのの歴史を学
ぼう」があります。
　えびの市内にはたくさんの史跡などがありま
す。子どもたちは、えびのの史跡などを巡り、直
接その史跡を目にします。場合によっては、史跡
などに詳しい地域の方から史跡の歴史などにつ
いての説明を受けます。
　子どもたちは、史跡を直接見たり、説明を聞い
たりして、当時の人々の思いに触れ、昔と今の違
いなどを考えながら自分なりに理解し、えびの市
の歴史について学びます。

　えびのに貢献できる人材の育成には、ま
ず、えびのを知る事が第一条件だと考えまし
た。学習した内容は、子どもたちはすぐ忘れ
てしまいます。どうすれば、子どもたちが楽
しみながら知識を身に付けられるかと考え
た時、検定方式にしてみてはと考えました。
　各学年で学んだ内容を難易度順に分け、子
どもたちが自ら問題に取り組むようにした
り、授業で行ったりと、各学校で工夫してい
ます。高得点を取ると認定書の交付もありま
す。
　検定問題については、えびのに関する資料
をあらゆるところから集めています。学年ご
とに問題が重複しないよう気を付けました。
　文献と地元での呼び方が違うなどもあり、
今後、改善を加えていく必要があります。こ
のえびの学検定は、地元の方でも受けてみる
と案外、難しいと感じるはずです。
　えびの学検定で、子どもたちがえびのの良
さを理解し、えびのを担う人材に育ってほし
いと思います。

働
く
人
や
え
び
の
の
人
の
話
を
聞
き
、
そ

の
人
の
思
い
を
知
り
、
え
び
の
の
未
来
を

根
拠
に
基
づ
き
自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
英
語

発
音
を
聞
い
た
り
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
会
話
し
た

り
す
る
学
習
で
、
週
1
回
の
授
業
で
す
。

　

日
頃
か
ら
英
語
に
触
れ
あ
う
こ
と
で
楽

し
く
英
語
を
聞
い
た
り
話
を
し
た
り
す
る

能
力
を
養
い
、
進
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
ま

す
。

　

学
校
で
学
ん
だ
の
に
、英
語
と
聞
い
て
、

苦
手
意
識
を
感
じ
る
人
は
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
英
会
話
科
・
英
語
表
現

科
の
授
業
は
、
英
語
嫌
い
を
作
ら
な
い
を

目
標
に
、
よ
り
楽
し
く
授
業
に
参
加
す
る

た
め
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
小
学
校
で
は
、
じ
ゃ
ん
け
ん
。

ロ
ッ
ク
（
岩
）、
シ
ザ
ー
ス
（
は
さ
み
）、

ペ
ー
パ
ー
（
紙
）、
ワ
ン
・
ツ
ー
・
ス
リ
ー

と
お
互
い
言
い
な
が
ら
じ
ゃ
ん
け
ん
を
行

い
、
勝
っ
た
方
が
負
け
た
方
に
英
語
で
質

問
を
し
、
負
け
た
方
は
そ
の
質
問
に
英
語

で
答
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

ゲ
ー
ム
形
式
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

児
童
生
徒
の
英
語
嫌
い
を
な
く
す
効
果
が

あ
り
ま
す
。

※
中
学
校
で
は
、
英
語
表
現
科
の
学
習
と

は
別
に
英
語
科
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
市
内
小
中
学
校
で
、

「
え
び
の
学
」「
英
会
話
科
・
英
語
表
現
科
」

の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
え
び
の
の

子
ど
も
た
ち
が
受
け
て
い
る
授
業
内
容
に

つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

郷
土
愛
の
「
え
び
の
学
」

　

え
び
の
学
と
は
、
え
び
の
を
学
び
、

え
び
の
を
通
し
て
自
分
の
生
き
方
を
考
え

る
学
習
で
す
。

　

こ
の
学
習
は
、
え
び
の
を
「
学
び
の
対

象
」「
学
び
の
場
」
と
し
て
と
ら
え
ま
す
。

児
童
生
徒
が
直
接
え
び
の
の
「
も
の
・
人
・

こ
と
」
か
ら
学
ぶ
と
い
う
既
存
の
教
科
な

ど
に
な
い
特
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

え
び
の
の
自
然
・
環
境
、
歴
史
・
伝
統
、

産
業
・
生
活
な
ど
え
び
の
の
教
育
資
源
を

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
学
習
・
理
解
し
、

え
び
の
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
自
分
を
見

つ
め
直
し
、
え
び
の
の
未
来
や
自
分
の
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
と
ふ
る
さ
と
に
貢

献
す
る
態
度
を
育
て
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
小
学
校
で
は
「
え
び
の

の
自
然
を
さ
ぐ
ろ
う
」「
川
内
川
に
ま
な

ぼ
う
」「
え
び
の
の
歴
史
を
ま
な
ぼ
う
」「
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
を
つ
く
ろ
う
」
な
ど
の
授
業
が

行
わ
れ
ま
す
。
え
び
の
の
良
さ
に
興
味
関

心
を
持
ち
、
え
び
の
の
大
切
さ
を
体
験
に

基
づ
い
て
自
分
で
語
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

中
学
校
で
は
「
え
び
の
で
働
く
人
か
ら

学
ぼ
う
」「
自
分
の
将
来
を
考
え
よ
う
」

な
ど
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
え
び
の
で

えびのに触れ、えびのを「学ぶ」

えびの学検定を通じて
えびのの良さを伝える

　英会話科の年間指導計画に数の覚え方があり
ます。英数字は日常英会話でも頻繁に使われま
す。子どもたちが効率的に英数字を覚え、よりコ
ミュニケーションを重視した授業にするため、す
ごろく（ゲーム）が使われています。
　子どもたちは、すごろくを楽しみながら、マス
の数字や描かれた動物などを英語で答え、発音や
英単語を覚えます。
　ゲームを使うことで、子どもたちは楽しく授業
に参加し、楽しみながら自然と英語を話すことが
できるようになります。

楽しみながら自然と英語を「話す」

飯野小学校 6 年生の史跡めぐり

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育

成
の
英
会
話
科
・
英
語
表
現
科
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　最初は、小学校での英語の授業に戸惑いを感じて
いました。でも、今の世界の情勢などを考えると、
子どもたちの夢をかなえる手段になるのではないか
と考えます。子どもたちには、英会話の楽しさを感
じてもらい、がんばってもらいたいです。

感
じ
て
ほ
し
い
英
会
話
の
楽
し
さ

久保加代子さん（42）
上江小学校教諭

地
域
の
と
の
連
携
を
密
に

　

愛
情
を
持
っ
て
子
ど
も
を
し
か
る
こ
と

は
、
ほ
め
て
子
ど
も
を
伸
ば
す
こ
と
と
同

様
に
大
切
な
事
で
す
。
最
近
は
、
悪
い
こ

と
を
し
た
子
ど
も
を
し
か
ら
な
く
な
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
い
た
「
近
所
の
こ

わ
い
お
じ
さ
ん
」
の
姿
も
見
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

一
貫
教
育
は
、
市
の
取
り
組
み
、
学
校

の
取
り
組
み
だ
け
で
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
保
護
者
や
卒
業
生
、
地
域
の
方
々
の

理
解
と
協
力
が
あ
っ
て
、
初
め
て
成
り
立

つ
も
の
で
す
。

　

登
下
校
の
「
声
か
け
」
や
悪
い
こ
と
を

し
た
時
、
愛
情
の
入
っ
た
「
し
か
る
」
は

学
校
と
地
域
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
の
か

け
橋
で
す
。

　

将
来
の
え
び
の
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

育
て
る
の
は
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
学
校

と
地
域
で
協
力
し
育
て
る
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

え
び
の
市
独
自
の
取
り
組
み
の
「
え
び

の
学
」
は
地
域
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
ま
た
、「
英
会
話
科
・
英
語
表
現
科
」

は
、
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
子
ど
も
の

育
成
で
す
。
こ
の
他
に
も
学
校
で
は
将
来

の
え
び
の
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
将
来

の
え
び
の
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
ぐ

る
み
で
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

教
育
長
に
聞
き
ま
し
た

　

市
で
は
「
徹
底
し
た
学
力
向
上
」
と
「
地

域
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
」を
目
指
し
、

市
内
全
中
学
校
区
で
一
貫
教
育
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
小
中
合
同
の
研
修
会
、
教
員

相
互
の
乗
り
入
れ
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
児

童
生
徒
の
交
流
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
「
え
び
の
学
」「
英
会
話
科
・
英
語
表
現

科
」
を
軸
に
指
導
内
容
に
系
統
性
を
持
た

せ
、
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
教
育
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
教
育
は
、
ふ
る
さ
と
の
良

さ
を
知
り
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ

と
に
自
信
と
誇
り
を
持
た
せ
、
生
き
る
力

を
育
む
事
が
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
は
学
校
だ
け
で
は
育
ち
ま
せ

ん
。
学
校
で
は
「
学
力
」、家
庭
で
は
「
し

つ
け
・
習
慣
・
マ
ナ
ー
」、
地
域
で
は
「
体

験
」
を
教
え
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
う

ま
く
機
能
し
て
い
け
ば
、え
び
の
を
愛
し
、

え
び
の
に
自
信
と
誇
り
を
も
っ
た
子
ど
も

の
育
成
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

市では、教育の発展のために学校・家庭・地域が一つになり、「学んでみたい」
「学んで良かった」と言われる教育・環境づくりに取り組んでいます。

その一つが「えびの学」であり「英会話科・英語表現科」です。
現場で教える先生や授業を受ける子どもたち、親に話を聞きました。

「学んでみたい、学んで良かった」
と言われる教育を目指して

え
び
の
の
子
ど
も

は
、
え
び
の
で
育

て
ま
し
ょ
う
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　子どもたちは、えびの学の授業でえびのの知らな
いことを学んだ時、大変、驚いたりしています。
　子どもたちには、このえびの学をとおして、えび
ののことをもっと知り、ふるさとの良さを感じても
らいたいです。

ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
感
じ
て
欲
し
い

西峯稔さん
飯野中学校　社会科教諭

　現在、飯野小中高と一貫教育を行っていますが、
地元にある唯一の高校として、生徒や教員の交流を
市内の小中学校と可能な限り行っていきたいです。
生徒も地域や小中学生と交流を持つことで本当の学
びを学ぶことができると考えます。

地
元
の
子
ど
も
は
地
元
で
育
て
た
い

矢野健二さん
宮崎県立飯野高等学校校長

　真幸中学校区で家庭教育学級など合同で取り組ん
でいけたらと考えます。また、学校は一貫教育が進
んでいますが、保護者の認識は低いと思います。小
中学校の一貫教育と共に保護者の一貫教育へ向けて
の意識を高めていきたいです

高
め
た
い
保
護
者
の
意
識
玉村敏郎さん
真幸中学校 PTA 会長

　一貫教育に取り組む先生方は大変な苦労だったの
ではないかと思います。学校では一貫教育は進んで
いますが、保護者には浸透していないように思えま
す。保護者の活動も学校間の垣根を越えて活動して
いかなければならないと感じています。

越
え
た
い
学
校
間
の
垣
根

歳川謙一郎さん
飯野小学校 PTA会長

　えびの学、英語表現科とも自分のためになります。
えびの学は、自分の知らないえびのを知る事ができ
ます。英語表現科は、ALT の発音を聞いたり、話し
たりするので、将来、必要になる英語・英会話を身
につけるのに実用的だと思います。

実
用
的
で
将
来
役
に
立
つ
授
業
で
す

黒田貴宏さん
上江中学校 2 年生

　英語や音楽の授業で中学校の先生に細かいところ
（発音など）を教えてもらえて、とてもためになり

ます。
　えびの学でも、えびのの知らないところが、授業
で分かるようになりました。

英
語
も
え
び
の
学
も
大
好
き
で
す

坂下春夏さん、黒木舞さん、藤嶋智夏さん
岡元小学校 6 年生
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借　　方

資
産
の
部

勘定科目 21 年度末
現在

20 年度末
現在

前期と
の比較

１
．
有
形
固
定
資
産

（1）総　　務　　費 1,388,303 1,409,333 － 21,030
（2）民　　生　　費 909,897 918,613 － 8,716
（3）衛　　生　　費 2,246,423 2,463,690 － 217,267
（4）労　　働　　費 0 0 0
（5）農林水産業費 2,306,563 2,479,619 － 173,056
（6）商　　工　　費 802,256 824,963 － 22,707
（7）土　　木　　費 13,760,924 13,758,283 2,641
（8）消　　防　　費 159,374 150,679 8,695
（9）教　　育　　費 7,412,074 7,318,402 93,672
（10）そ　　の　　他 10,462 11,169 － 707

計 28,996,276 29,334,751 － 338,475
（うち土地） （10,799,245）（10,682,892） （116,353）

有形固定資産合計 28,996,276 29,334,751 － 338,475

２
．
投
資
等

（1）投資および出資金 2,841,635 2,816,719 24,916
（2）貸付金 22,159 34,068 － 11,909
（3）基金

　①特定目的基金 2,264,037 2,177,131 86,906
　②土地開発基金 0 0 0
　③定額運用基金 2,500 2,500 0

基金計 2,266,537 2,179,631 86,906
（4）退職手当組合積立金 0 0 0

投資等合計 5,130,331 5,030,418 99,913

３
．
流
動
資
産

（1）現金・預金
　①財政調整基金 3,500,415 3,113,503 386,912
　②減債基金 34,985 37,220 － 2,235
　③歳計現金 408,060 373,202 34,858

現金・預金計 3,943,460 3,523,925 419,535
（2）未収金

　①地方税 224,241 235,436 － 11,195
　②その他 551,505 564,969 － 13,464

未収金計 775,746 800,405 － 24,659
流動資産合計 4,719,206 4,324,330 394,876

資産合計 38,845,813 38,689,499 156,314

貸　　方

負
債
の
部

勘定科目 21 年度末
現在

20 年度末
現在

前期と
の比較

固
定
負
債

（1）地方債 6,735,809 7,160,858 － 425,049

（2）債務負担行為

①物件の購入等 0 0

②債務保証又は損失補償 0 0

債務負担行為計 0 0

（3）退職給与引当金 2,515,237 2,608,609 － 93,372

（4）その他 0 0

固定負債合計 9,251,046 9,769,467 － 518,421

流
動
負
債

（1）翌年度償還予定額 1,028,629 1,172,740 － 144,111

（2）翌年度繰上充用金 0 0

流動負債合計 1,028,629 1,172,740 － 144,111

負債合計 10,279,675 10,942,207 － 662,532

正
味
資
産
の
部

１．国庫支出金 7,011,633 7,187,604 － 175,971

２．都道府県支出金 2,343,454 2,534,450 － 190,996

３．一般財源等 19,211,051 18,025,238 1,185,813

正味資産合計 28,566,138 27,747,292 818,846

負債・正味資産合計 38,845,813 38,689,499 156,314

（単位：千円）

　　

貸
借
対
照
表
の
こ
と
で
す
。
学

校
、
道
路
、
橋
な
ど
の
資
産
と
、

こ
れ
ら
の
建
設
の
た
め
に
必
要
と

な
っ
た
お
金
を
対
比
し
て
市
全
体

の
資
産
価
値
や
負
債
内
容
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

資
産
「
借
方
」
は
、
そ
の
資
金

を
何
に
使
っ
た
か
を
示
し
、
負
債

と
正
味
資
産
「
貸
方
」
は
、
資
金

が
ど
こ
か
ら
入
っ
て
き
た
か
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
総

務
省
の
示
し
た
作
成
要
領
に
基
づ

い
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
見
る
こ
と

で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
資
産

や
、
将
来
の
世
代
が
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
負
債
な
ど
が
ど
れ

ほ
ど
あ
る
の
か
を
読
み
と
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
前

年
度
や
ほ
か
の
自
治
体
と
比
較
す

る
こ
と
で
、
財
政
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
末
現
在
抱
え
て
い

る
負
債
の
合
計
額
は
１
０
２
億
７

９
６
７
万
５
千
円
で
す
。
な
か
で

も
、固
定
負
債
で
あ
る
地
方
債
は
、

６
７
億
３
５
８
０

万
９
千
円
に
の
ぼ
り
、
負
債
合
計

の
約
65
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
資
産
形
成
を
抑
え
た
こ

と
で
、
資
産
総
額
に
占
め
る
有
形

固
定
資
産
の
割
合
は
、
前
期
（
平

成
20
年
度
末
）
の
75
・
８
％
か
ら

今
期
74
・
６
％
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

前
期
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
比

較
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

■
有
形
固
定
資
産

有
形
固
定
資
産
を
行
政
目
的
別
に

見
る
と
、
道
路
橋
り
ょ
う
、
街

路
、
公
園
な
ど
、
市
民
の
生
活

基
盤
整
備
に
要
し
た
土
木
費
が

１
３
７
億
６
０
９
２
万
４
千
円
と

最
も
多
く
、
次
い
で
、
学
校
教
育

施
設
の
整
備
に
要
し
た
教
育
費
が

74
億
１
２
０
７
万
４
千
円
と
な
り

ま
す
。
前
期
と
比
べ
る
と
、
金
額

に
し
て
３
億
３
８
４
７
万
５
千

円
、
率
に
し
て
１
・
２
％
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
財
政
健
全

化
の
た
め
に
建
設
事
業
を
抑
制
し

た
こ
と
が
要
因
で
す
。そ
の
結
果
、

新
た
に
取
得
し
た
資
産
よ
り
、
こ

れ
ま
で
取
得
し
た
資
産
の
減
価
償

却
分
が
上
回
っ
た
こ
と
で
減
少
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

土
地
に
つ
い
て
は
、
減
価
償
却

を
行
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
土
地
の
取
得
が
そ
の
ま

ま
資
産
増
と
な
り
ま
す
。こ
れ
は
、

都
市
計
画
の
街
路
事
業
（
え
び
の

中
央
線
）
な
ど
に
伴
う
土
地
取
得

に
よ
る
も
の
で
す
。

■
投
資
等

　

投
資
お
よ
び
出
資
金
は
、
２
４

９
１
万
６
千
円
の
増
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
病
院
事
業
会
計
に

係
る
企
業
債
の
償
還
に
対
す
る
出

資
金
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

特
定
目
的
基
金
は
、
積
み
立
て

を
行
う
一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金

の
目
的
に
応
じ
て
取
り
崩
し
も
行

っ
て
い
ま
す
が
、
積
み
立
て
の
方

が
大
き
く
、
８
６
９
０
万
６
千
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■
流
動
資
産

　

財
政
調
整
基
金
は
、
予
期
し
な

い
収
入
減
や
後
年
度
の
安
定
的
財

政
運
営
の
確
保
の
た
め
に
積
み
立

て
る
も
の
で
あ
り
、
前
期
と
比
較

す
る
と
３
億
８
６
９
１
万
２
千
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

減
債
基
金
の
減
は
、
地
方
債

の
償
還
の
財
源
と
す
る
た
め
、

２
２
３
万
５
千
円
取
り
崩
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
計
現
金
は
、
地
方
交
付
税

１
億
４
３
０
１
万
４
千
円
の
増
等

も
あ
り
、
歳
出
全
般
に
わ
た
り
抑

制
に
努
め
た
結
果
、
歳
出
不
用
額

の
確
保
に
よ
り
平
成
22
年
度
の
財

源
と
し
て
２
億
７
８
７
２
万
６
千

円
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
前
期
と
比
較
す
る
と
、

３
４
８
５
万
８
千
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

■
固
定
負
債

　

地
方
債
は
、
近
年
の
建
設

事
業
お
よ
び
財
政
健
全
化
に

よ
る
借
入
の
抑
制
に
よ
り
、

４
億
２
５
０
４
万
９
千
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

■
国
・
県
支
出
金

　

新
た
な
資
産
形
成
に
充
て
た

国
・
県
の
補
助
金
よ
り
も
そ
の
減

価
償
却
が
上
回
っ
た
た
め
減
少
し

た
も
の
で
す
。

■
一
般
財
源
等

　

市
税
な
ど
を
用
い
て
建
設
し
た

事
業
費
の
減
価
償
却
が
少
な
か
っ

た
た
め
増
加
し
た
も
の
で
す
。

投資等＝水道事業会計や病院事業会計への出資金や公共施設等整備基金、敬老
すこやか基金など、特定の目的で蓄えているお金です。

流動資産＝現金で持っているもののほか、必要な時にすぐ現金化できる基金、
市に納めてもらうお金（市税など）のうちで、まだ収入されていないものです。

固定負債＝１年以上の期間をおいて返さなければならない借金です。

流動負債＝未払金や過去に発行した地方債のうち、１年以内に返さなければ
ならない借金です。
退職給与引当金＝市の職員が年度末に全員退職したと仮定した場合の退職金で
す。実際、年度末に支払うものではありませんが、将来発生するものとして負
債に計上しています。

地方債＝土地の購入、建物や道路を造る際の借金です。

国庫・県支出金＝この補助金は地方債とは違い、将来返済する必要がないも
のです。したがって、一般財源同様、市が取得した資金ということになります。

一般財源等＝市民の皆さんに納めていただいた税金や手数料などです。

用語説明

◎
資
産
の
部

◎
負
債
の
部

◎
正
味
資
産
の
部

資
産
と
負
債
の
バ
ラ
ン
ス
は
？

平
成
21
年
度
決
算
を
も
と
に
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
え
び
の
市
の
財
政
状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
っ
て
何



加久藤地区（１回目）
日　付 会　場 時　間

４月 18日
（月）

前松原公民館 9：00 ～ 9：20
松原公民館 9：30 ～ 9：50
牧の原公民館 10：00 ～ 10：20
榎田公民館 10：30 ～ 10：50
東川北公民館 11：00 ～ 11：30

４月 19日
（火）

大溝原公民館 9：00 ～ 9：30
西郷公民館 9：40 ～ 10：20
湯田公民館 10：30 ～ 11：00
永山公民館 11：10 ～ 11：40

４月 21日
（木）

尾八重野コミュニティーセンター 9：00 ～ 9：20
東長江浦上公民館 9：30 ～ 9：50
西長江浦上公民館 10：00 ～ 10：30
西長江浦下営農研修センター 10：40 ～ 11：00
東長江浦下公民館 11：10 ～ 11：40

４月 22日
（金）

栗下地区営農研修館 9：00 ～ 9：40
（加）麓公民館 9：50 ～ 10：10

市役所本庁（外来駐車場） 10：20 ～ 11：30

飯野地区（１回目）
日　付 会　場 時　間

４月 25日
（月）

今西公民館 9：00 ～ 9：20
池島公民館 9：30 ～ 9：50
西上江公民館 10：00 ～ 10：20
中上江公民館 10：30 ～ 11：00
上上江公民館 11：10 ～ 11：40

5 月 10 日
（火）

堀浦多目的集会施設 9：00 ～ 9：20
上大河平公民館 9：30 ～ 9：50
下大河平公民館 10：00 ～ 10：30
東原田公民館 10：40 ～ 11：30

5 月 11 日
（水）

南原田公民館 9：00 ～ 9：30
中原田公民館 9：40 ～ 10：00
五日市公民館 10：10 ～ 10：30
苧畑コミュニティーセンター 10：40 ～ 11：00
大明司公民館 11：10 ～ 11：40

5 月 12 日
（木）

山内公民館 9：00 ～ 9：20
前田公民館 9：30 ～ 10：10
坂元公民館 10：20 ～ 10：40
高野畜産管理センター 11：00 ～ 11：20

５月 13日
（金）

白鳥公民館 9：00 ～ 9：30
末永公民館 9：40 ～ 10：10
田代公民館 10：20 ～ 10：50
出水公民館 11：00 ～ 11：30

５月 17日
（火）

飯野駅前地区体育館 9：00 ～ 10：10
飯野出張所（裏駐車場） 10：20 ～ 11：30

真幸地区（１回目）
日　付 会　場 時　間

５月 20日
（金）

北昌明寺公民館 9：00 ～ 9：20
吉田温泉鹿の湯 9：30 ～ 9：50
西川北公民館 10：00 ～ 10：40
下島内公民館 10：50 ～ 11：30

５月 24日
（火）

西内竪公民館 9：00 ～ 9：10
東内竪公民館 9：20 ～ 10：00
南岡松公民館 10：10 ～ 10：50
岡松運動場 11：00 ～ 11：20
溝ノ口公民館 11：30 ～ 11：40

５月 26日
（木）

旧岡元保育所 9：00 ～ 9：20
下浦公民館 9：30 ～   9：50
上向江公民館 10：00 ～ 10：30
中浦熊野神社 10：40 ～ 11：00
上島内公民館 11：10 ～ 11：40

５月 31日
（火）

亀沢公民館 9：00 ～ 9：30
柳水流公民館 9：40 ～ 10：00
南昌明寺湯園公民館 10：10 ～ 10：30
真幸出張所 10：40 ～ 11：40

飯野地区（２回目）
日　付 会　場 時　間

6月 6日
（月）

下大河平公民館 9：00 ～ 9：20
飯野駅前地区体育館 9：30 ～ 10：00
中上江公民館 10：10 ～ 10：40
坂元公民館 10：50 ～ 11：00
飯野出張所（裏駐車場） 11：10 ～ 11：40

加久藤地区（２回目）
日　付 会　場 時　間

6月 9日
（木）

（加）麓公民館 9：00 ～ 9：20
西郷公民館 9：30 ～ 9：50
西長江浦下営農研修センター 10：00 ～ 10：20
栗下地区営農研修館 10：30 ～ 11：00
市役所本庁（外来駐車場） 11：10 ～ 11：50

真幸地区（２回目）
日　付 会　場 時　間

6月 10 日
（金）

旧岡元保育所 9：00 ～ 9：20
南岡松公民館 9：40 ～ 10：00
南昌明寺湯園公民館 10：10 ～ 10：20
真幸出張所 10：30 ～ 11：10
下島内公民館 11：20 ～ 11：40

犬の登録と狂犬病予防注射日程表 飼
い
主
の
皆
さ
ん
は

生
涯
に
一
度
の
登
録
と

年
に
一
度
の

狂
犬
病
予
防
注
射
を

※２回目は、１回目の日程で予防注射を接種できなかった犬が対象ですの
　でご注意ください。

い
。
当
日
は
、
移
動
の
関
係
で
時

間
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
時

間
厳
守
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
対
象
の
犬
】
生
後
91
日
以
上
の

犬【
料
金
】
登
録
料
３
０
０
０
円
（
登

録
し
て
い
な
い
犬
）、

注
射
料
３
０
０
０
円

◎
持
参
す
る
も
の
＝
通
知
書
、
愛

犬
手
帳
ま
た
は
鑑
札
（
登
録
し
て

い
る
犬
の
み
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
８
５
・
２
８
６
）

④
放
し
飼
い
や
鎖
を
外
し
て
の
散

歩
は
、
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑤
飼
い
始
め
か
ら
「
し
つ
け
」
を

し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
虐
待
せ
ず
、
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。

⑦
散
歩
中
の
フ
ン
は
放
置
し
な
い

で
、必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
を
、
次
ペ
ー
ジ
の

日
程
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
、
必

ず
登
録
と
注
射
を
し
て
く
だ
さ

て
飼
い
主
の
意
識
と
責
任
、
マ
ナ

ー
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

犬
を
飼
い
始
め
た
ら
、「
狂
犬

病
予
防
法
」
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
の
事
項

は
、
犬
を
飼
う
た
め
の
最
低
限
の

義
務
や
マ
ナ
ー
で
す
。

①
犬
は
生
涯
に
一
度
の
登
録
が
必

要
で
す
。

②
毎
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

③
犬
鑑
札
・
注
射
済
票
を
首
輪
等

に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

を
襲
っ
た
り
、
庭
や
農
作
物
を
荒

ら
し
た
り
す
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

犬
が
苦
手
な
人
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
ま
た
、犬
が
好
き
な
人
で
も
、

「
し
つ
け
」
の
さ
れ
て
い
な
い
犬

を
不
快
に
思
う
人
も
い
ま
す
。
そ

う
い
う
人
た
ち
に
、
放
し
飼
い
を

す
る
こ
と
で
、
大
き
な
精
神
的
ス

ト
レ
ス
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
犬
自
身
の
生
命
を

も
危
険
に
さ
ら
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

犬
を
飼
う
こ
と
で
、
周
り
に
迷

惑
を
か
け
る
か
ど
う
か
は
、
す
べ

　

近
年
、「
心
豊
か
な
生
活
を
送

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
パ
ー
ト

ナ
ー
」
と
し
て
、
犬
を
飼
う
人
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、
騒
音
や
悪
臭
、
放
し
飼

い
に
よ
る
被
害
な
ど
、
ご
近
所
と

の
ト
ラ
ブ
ル
も
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
市
に
対
し
て
も
、「
犬
を
放

し
飼
い
し
て
迷
惑
だ
」、「
犬
の
散

歩
の
際
、
フ
ン
の
後
始
末
を
し
て

い
な
い
」
な
ど
、
多
数
の
苦
情
が

き
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
犬
の
放
し
飼
い
は
、
人

絶
え
な
い
放
し
飼
い
へ
の
苦
情

犬
を
飼
う
最
低
限
の
マ
ナ
ー

登
録
と
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
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明
治
44
年
5
月
11
日
に
開
業
し

た
真
幸
駅
が
、
今
年
の
5
月
で
開

業
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

真
幸
駅
開
業
１
０
０
周
年
を
記

念
し
て
、
真
幸
駅
の
歴
史
や
景
観

な
ど
を
題
材
に
し
た
絵
手
紙
を
募

集
し
ま
す
。

　

真
幸
駅
へ
の
想
い
、
真
幸
駅
に

関
す
る
誰
か
へ
の
手
紙
と
い
っ

た
、
自
由
な
発
想
に
よ
る
作
品
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
題
材
】

○
幸
せ
の
鐘

○
い
さ
ぶ
ろ
う
・
し
ん
ぺ
い
号

○
駅
舎
と
蒸
気
機
関
車

○
三
大
車
窓
か
ら
の
眺
め

○
鉄
道
員
と
ホ
ー
ム　

な
ど

【
募
集
期
間
】

３
月
20
日
～
４
月
15
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

【
賞
品
等
】

○
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

入
賞
3
点

（
特
産
品
、
記
念
は
が
き
・
切
符
）

○
子
ど
も
の
部
（
高
校
生
未
満
）

入
賞
2
点

（
図
書
券
、
記
念
は
が
き
・
切
符
）

【
応
募
資
格
】

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

【
応
募
規
定
】

・
応
募
点
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
（
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
）。

・
官
製
は
が
き
ま
た
は
、
は
が
き

大
の
大
き
さ
で
、
題
材
が
１
枚
で

完
結
す
る
も
の
。

・
水
彩
絵
の
具
（
透
明
・
不
透
明

と
も
可
）、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
、

顔
彩
な
ど
自
由
。
た
だ
し
、
手
書

き
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

・
文
字
を
入
れ
る
場
合
は
、
常
用

漢
字
、
カ
タ
カ
ナ
、
ひ
ら
が
な
、

英
数
文
字
。

【
応
募
方
法
】

・
作
品
の
裏
面
に
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
（
学
年
）、
性
別
、
職
業
、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
、
持
参
す
る

か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
作
品
応

募
に
か
か
る
費
用
は
応
募
者
の
負

担
と
し
ま
す
。

【
応
募
条
件
】

・
自
作
、
未
発
表
の
作
品
に
限
り

ま
す
。

・
公
序
良
俗
そ
の
他
法
令
の
定
め

に
反
す
る
も
の
、
誹ひ

ぼ
う謗
中
傷
を
含

む
も
の
、
著
作
権
そ
の
他
第
三
者

の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
も
の
は

審
査
の
対
象
外
。
入
賞
後
に
、
こ

れ
ら
の
条
件
や
実
施
要
領
に
違
反

し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合

は
、
入
賞
を
無
効
と
し
ま
す
（
万

が
一
、第
三
者
か
ら
の
権
利
侵
害
、

損
害
賠
償
な
ど
の
主
張
が
な
さ
れ

て
も
、
主
催
者
は
一
切
の
責
任
を

負
い
ま
せ
ん
）。

・
採
用
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
な

ど
の
一
切
の
権
利
は
、
え
び
の
市

に
帰
属
し
ま
す
。

【
選
考
結
果
発
表
】

４
月
下
旬
に
え
び
の
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
表
す
る
ほ
か
、
入
賞

者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

※
５
月
７
日
の
記
念
式
典
で
表
彰

式
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
先
】

〒
８
８
９
‐
４
２
９
２

え
び
の
市
大
字
栗
下
１
２
９
２
番

地真
幸
駅
開
業
１
０
０
周
年
記
念
絵

手
紙
募
集　

担
当
（
企
画
課
計
画

係
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

市
企
画
課
計
画
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
２
１
）

「
真
幸
駅
開
業
１
０
０
周
年
」
絵
手
紙
作
品
募
集

　

3
月
12
日
に
九
州
新
幹
線
が
全

線
開
通
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ

せ
開
通
し
た
新
幹
線
に
接
続
す
る

高
速
バ
ス
「
Ｂ
＆
Ｓ
み
や
ざ
き
」

に
、
え
び
の
Ｉ
Ｃ
の
バ
ス
停
留
所

か
ら
乗
降
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
え
び
の
Ｉ
Ｃ
バ
ス
停
に
停

車
す
る
の
は
、
宮
崎
駅
～
新
八
代

駅
前
間
を
毎
日
16
往
復
す
る
う
ち

の
各
４
便
に
な
り
ま
す
。

　

当
初
、
運
行
バ
ス
会
社
（
Ｊ
Ｒ

九
州
バ
ス
・
宮
崎
交
通
・
産
交
バ

ス
）
の
計
画
で
は
、「
Ｂ
＆
Ｓ
み

や
ざ
き
」
の
え
び
の
Ｉ
Ｃ
バ
ス
停

へ
の
停
車
予
定
は
、
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
九
州
新
幹
線

全
線
開
通
は
、
え
び
の
市
の
観
光

な
ど
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
や
観
光
協
会
、
商
工
会

が
、
運
行
バ
ス
会
社
に
強
く
要
望

し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

九
州
新
幹
線
全
線
開
通
を
契
機

に
、
多
く
の
観
光
客
が
九
州
に

入
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
市
で
は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
た
霧
島
山
な
ど
地
域

資
源
を
活
用
し
た
集
客
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
県
立
公
園
矢
岳
高

原
、
京
町
温
泉
、
現
在
計
画
中
の

物
産
館
な
ど
、
観
光
資
源
の
計
画

的
な
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
高
速
バ
ス
「
Ｂ
＆
Ｓ
み
や
ざ

き
」
の
利
用
に
は
、
予
約
が
必
要

で
す
。
乗
車
券
は
、Ｊ
Ｒ
吉
松
駅
・

小
林
駅
ま
た
は
宮
崎
交
通
バ
ス
セ

え
び
の
に
停
車
「
新
幹
線
接
続
バ
ス
」

ン
タ
ー
で
購
入
で
き
ま
す
。
予
約

方
法
や
運
賃
は
、
運
行
会
社
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

■
Ｊ
Ｒ
九
州
予
約
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
0
‐
３
７
８
６
‐
３
４
８

９

高速バス　新八代・宮崎線「Ｂ＆Ｓみやざき」運行路線図

九州新幹線 Ｂ＆Ｓみやざき

列車名 博多発 新八代着 便名 
新八代 
駅前発 

えびの 
ＩＣ着 

さくら 405 号 7:51 8:45 B&S みやざき 405 号 8:52 9:46 
さくら 543 号 9:49 10:40 B&S みやざき 543 号 10:47 11:41 
さくら 423 号 17:09 18:00 B&S みやざき 423 号 18:07 19:01 
さくら 427 号 19:11 20:02 B&S みやざき 427 号 20:09 21:03 

Ｂ＆Ｓみやざき 九州新幹線

便名 
えびの 
ＩＣ発 

新八代 
駅前着 

列車名 新八代発 博多着 

B&S みやざき 404 号 7:30 8:29 さくら 404 号 8:49 9:40 
B&S みやざき 408 号 9:21 10:20 さくら 408 号 10:40 11:32 
B&S みやざき 580 号 17:39 18:38 さくら 580 号 18:58 19:51 
B&S みやざき 428 号 19:32 20:31 さくら 428 号 20:51 21:44 

下 り（ 博 多 駅 ⇒ え び の IC）

上 り（ え び の IC ⇒ 博 多 駅 ）

小倉

博多

熊本

鹿児島中央

新八代駅前

宮交シティ

九州新幹線鹿児島ルート

（博多～新八代間）

高速バス 新八代・宮崎線

「Ｂ＆Ｓみやざき」
人吉ＩＣ

えびのＩＣ
小林ＩＣ

都城北

新八代

宮崎駅
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News　&　Topics◎市政ニュース（えびの市役所☎ 0984‐35‐1111）

４月からの年金相談日・保険料が決まりました 国民年金移動相談

※
平
成
22
年
度
は
月
額
１
万
５

１
０
０
円
で
す
。

 

【
1
年
間
の
保
険
料
を
前
納
】

〔
前
納
額
〕
１
７
万
７
０
４
０

円〔
割
引
額
〕
３
２
０
０
円

【
6
か
月
間
の
保
険
料
を
前
納
】

〔
前
納
額
〕
８
万
９
３
９
０
円

〔
割
引
額
〕
７
３
０
円

※
右
記
の
金
額
は
、
納
付
書
で

納
め
た
場
合
の
金
額
で
す
。
通

常
の
納
付
書
で
の
納
付
よ
り
、

口
座
振
替
の
方
が
割
引
額
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

都
城
年
金
事
務
所

☎
０
９
８
６
‐
23
‐
２
５
７
１

都
城
年
金
事
務
所
で
は
、

年
金
等
に
関
す
る
出
張

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
日
程
と
会
場
は
、
左
記

の
と
お
り
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
持
参
す
る
も
の
】

　

印
鑑
、
年
金
手
帳
、
年
金
証

書
、
ね
ん
き
ん
特
別
便
、
ね
ん

き
ん
定
期
便
な
ど

【
代
理
の
場
合
】

　

委
任
状
、
身
分
証
明
書

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

【
定
額
保
険
料
】

　

月
額
１
万
５
０
２
０
円
（
平

成
23
年
度
）

未来のためにみんなで投票 宮崎県議会議員選挙

　

転
出
前
の
市
町
村
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
の
あ
る
方
は
、
投

票
は
旧
住
所
地
の
投
票
所
と
な

り
ま
す
。
投
票
に
は
居
住
証
明

書
が
必
要
で
す
。

〔
県
内
の
市
町
村
へ
転
出
〕

　

市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
の

あ
る
方
は
、
投
票
は
、
入
場
券

で
指
定
さ
れ
た
投
票
所
と
な
り

ま
す
。
投
票
に
は
居
住
証
明
書

が
必
要
で
す
。

　

期
日
前
投
票
期
間
中
に
転
出

届
を
出
す
方
は
、
受
理
さ
れ
る

前
に
期
日
前
投
票
が
で
き
ま

す
。
転
出
届
受
理
後
は
、
居
住

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〔
県
外
へ
転
出
〕

　

期
日
前
投
票
期
間
中
に
転
出

届
を
出
す
方
は
、
受
理
さ
れ
る

４
月
10
日
（
日
）
は
宮
崎

県
議
会
議
員
選
挙
の
投

票
日
で
す
。投
票
所
入
場
券（
ハ

ガ
キ
式
）
は
、
１
人
に
つ
き
１

枚
届
き
ま
す
。
投
票
日
に
は
投

票
所
入
場
券
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

【
投
票
日
】

平
成
23
年
４
月
10
日
（
日
）

【
場
所
】

入
場
券
で
指
定
さ
れ
た
投
票
所

【
投
票
日
の
投
票
時
間
】

午
前
７
時
～
午
後
６
時
（
え
び

の
市
は
午
後
６
時
ま
で
で
す
）

※
投
票
日
当
日
、
不
在
等
で
投

票
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票

を
す
る
場
合
も
投
票
所
入
場
券

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票

【
期
日
前
投
票
期
間
】

４
月
２
日
（
土
）
～
４
月
９
日

（
土
）

【
時
間
】

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

※
土
曜
日
、
日
曜
日
も
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

【
場
所
】

市
役
所
本
庁
1
階
（
１
‐
１
会

議
室
）

〔
え
び
の
市
へ
転
入
〕

◎
家
庭
教
育
学
級
の
紹
介

家 学庭 教 育 級 信通

上江保育園家庭教育学級長

亀田小百合さん

子育ての悩みなどを話し合う「子育て座談会」

　

上
江
保
育
園
「
ほ
ほ
え
み
家
庭

教
育
学
級
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
口
蹄
疫
の
影
響
な

ど
で
活
動
が
大
幅
に
遅
れ
、
十
分

な
活
動
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
Ｅ
‐
ネ
ッ
ト
安
心
講
座
、
親

育
て
講
座
な
ど
、
上
江
小
・
中
学

校
と
協
力
し
、
合
同
で
開
催
す
る

行
事
も
あ
り
、
ほ
ぼ
例
年
と
お
り

の
回
数
で
家
庭
教
育
学
級
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

例
年
行
っ
て
い
る
み
そ
づ
く
り

や
陶
芸
教
室
、
親
子
バ
ス
遠
足
な

ど
は
大
変
好
評
で
、
今
後
も
実
施

し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
活
動

で
す
。

　

子
育
て
座
談
会
は
、
参
加
者
は

少
な
か
っ
た
の
で
す
が
「
同
じ
悩

み
を
持
つ
お
母
さ
ん
方
と
話
し
合

う
こ
と
が
で
き
て
、
よ
か
っ
た
、

参
考
に
な
っ
た
」
と
い
う
感
想
を

た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
で
き
る
だ
け
保
護
者
の

興
味
あ
る
催
し
を
計
画
し
よ
う
と

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
市
教
育
委
員
会
の

支
援
で
、
県
教
育
委
員
の
外
山
與

子
先
生
の
「
親
育
て
講
座
」
を
上

江
中
校
区
の
保
護
者
と
聞
く
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。

　

先
生
の
「
子
ど
も
の
素
質
を
十

分
把
握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た

接
し
方
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
話
は
、
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
多
く

の
保
護
者
が
集
い
、「
育
児
や
育

自
」
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

前
に
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

転
出
届
受
理
後
は
、
投
票
が
で
き

ま
せ
ん
。

「
居
住
証
明
書
」に
つ
い
て（
無
料
）

　

新
住
所
地
に
引
き
続
き
居
住
し

て
い
る
旨
の
市
町
村
長
の
証
明
書

（
居
住
証
明
書
）
は
、
市
民
課
窓

口
に
請
求
し
て
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
請
求
に
は
、
本
人
の
印

鑑
と
本
人
で
あ
る
と
確
認
で
き
る

写
真
付
き
身
分
証
明
書
（
運
転
免

許
証
等
）
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
35
‐
１
１
１
１

内
線
４
２
１
・
４
２
２

相　談　日 時　　間 場　　所

4 月 14 日（木）

午前 10 時～
　　　午後 3 時

市役所本庁
2-1 会議室

5 月 19 日（木）

6 月 9 日（木）

7 月 14 日（木）

8 月 11 日（木）

9 月 8 日（木）

10 月 13 日（木）

11 月 17 日（木）

12 月 8 日（木）

1 月 12 日（木）

2 月 9 日（木）

3 月 8 日（木）

【平成 23年度相談日時・相談会場】 市
へ
転
入
届
ま
た
は
市
外
へ
転

出
届
を
出
さ
れ
る
方
へ
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（長ネギとわかめのスープ）

vol.35

◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］

　

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
え
び
の
市
食
生
活
改

善
推
進
員
で
つ
く
っ
た
「
長
ネ
ギ
と
わ
か
め
の

ス
ー
プ
」
で
す
。
こ
の
料
理
は
、
ベ
ー
コ
ン
が

コ
ク
を
出
し
、
ネ
ギ
と
わ
か
め
が
た
っ
ぷ
り
食

べ
ら
れ
る
汁
物
で
す
。

　

長
ネ
ギ
は
硫
化
ア
リ
ル
を
成
分
と
す
る
特
有

の
辛
味
と
に
お
い
を
持
ち
ま
す
。
ま
た
、
古
く

か
ら
薬
効
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
植
物
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
風
邪
を
ひ
い
た
時
に
、

ネ
ギ
を
包
ん
だ
手
拭
や
ガ
ー
ゼ
な
ど
を
首
に
巻

く
と
い
う
有
名
な
民
間
療
法
も
あ
り
ま
す
。

【紹介者】　えびの市食生活改善推進員

宮路和子さん　秦エミ子さん　三森ヨシ子さん

レ シ ピ

r e c i p e

【材料】（4 人分）
長ネギ・・・・・・・・・・・・・1 本
ベーコン・・・・・・・・・・・　40 ｇ
生わかめ・・・・・・・・・・・　40 ｇ
ローリエ・・・・・・・・・・・・1 枚
サラダ油・・・・・・・・・・小さじ 1
塩・こしょう・・・・・・・・・・少々
A：水（600 ㏄）、チキンスープの素（1 個）

【作り方】
❶長ネギは 2 ㎝の長さに切る。

❷ベーコンは 8 ミリ幅に切る。

❸生わかめは洗って食べやすい長さに
切る。

❹鍋にサラダ油を熱し、長ネギとベー
コンとローリエをいためて、香りが出
たら A を加えて煮る。

❺❹のネギが柔らかくなったらわかめ
を加え、塩とこしょうで味を調える。

❻ローリエを取り出し、器に注ぎ分け
る。

広報えびの　1819　ebino　city　public　relations.　2011.03

　

八
幡
丘
公
園
の
桜

写
真
／
２
０
１
０
年
八
幡
丘
公
園

　
　
　
　
　
　
え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理

えびの
四季彩色
Seasons　Color　of　Ebino



人
広報えびの　20

vol.72◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば る 公 館民

子どもから高齢者までのミニレクリエーション大会

　

下
島
内
地
区
は
、
国
道
２
６
８

号
線
と
川
内
川
に
沿
っ
た
田
園
地

区
で
す
。

　

自
治
公
民
館
組
織
と
し
て
、
高

齢
者
ク
ラ
ブ
、
女
性
部
、
子
ど
も

育
成
会
が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
公
民
館
事
業
は
区
の
協
力

を
も
ら
い
、
精
霊
流
し
、
敬
老
会
、

ミ
ニ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、

竹
は
し
ら
か
し
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

精
霊
流
し
は
、
16
年
前
に
復
活

し
、
3
年
前
か
ら
は
、
西
川
北
自

安心・安全で
住みよい地域づくり

（下島内自治公民館）

治
公
民
館
と
協
賛
で
精
霊
流
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
約
１
０
０
個
の

灯
籠
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
無

理
の
な
い
競
技
を
取
り
入
れ
、
競

技
後
、
昼
食
を
取
り
な
が
ら
交
流

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
は
、
生
き
が
い

大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
物

販
、
食
事
会
や
、
毎
月
第
1
第
3

水
曜
日
に
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
で
カ

ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

女
性
部
は
、2
年
前
に
発
足
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
え
合
い
事
業

を
1
年
半
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
部
員
は
56
人
で
、
分
区
ご

と
に
班
を
つ
く
り
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

少
子
化
・
高
齢
化
が
進
む
中
、

安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
に
創
意
工
夫
を
加
え
な
が

ら
、
今
後
も
公
民
館
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
今
月
は
、
都
城
市
の
東つ

ま
き
り
し
ま

霧
島

神
社
を
紹
介
し
ま
す
。

　

霧
島
山
の
高
千
穂
峰
は
天
孫

降
臨
の
伝
説
の
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
山
麓
一
帯
に
は
神
話
に

登
場
す
る
祭
神
を
ま
つ
る
多
く

の
神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中

に
は
霧
島
山
を
取
り
巻
く
よ
う

に
建
て
ら
れ
た
霧
島
六
社
権
現

と
呼
ば
れ
る
神
社
が
あ
り
、
都

城
市
高
崎
町
に
あ
る
東
霧
島
神

社
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

霧
島
山
は
続
日
本
記
を
は
じ

め
と
し
て
古
く
か
ら
噴
火
の
記

録
が
残
さ
れ
て
い
て
、
数
多
く

の
噴
火
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
社
伝
に
よ

る
と
、
第
５
代
孝
昭
天
皇
の
時

代
に
創
建
さ
れ
、
霧
島
山
の
噴

火
で
埋
も
れ
て
い
た
の
を
性

し
ょ
う
く
う空

上
人
が
再
建
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
13
世
紀
半

ば
の
御
鉢
火
山
の
噴
火
で
高
原

町
に
あ
る
狭
野
神
社
の
社
殿
が

焼
失
し
た
際
、
御
神
体
が
一
時

東
霧
島
神
社
に
移
さ
れ
た
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
社
で
は
、
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ

コ
ト
が
こ
の
世
を
去
っ
た
妻
の

イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
を
恋
い
慕

う
悲
し
み
の
涙
が
固
ま
っ
た
と

さ
れ
る
「
神し

ん
せ
き石
」
や
、
鬼
が
一

晩
で
積
み
上
げ
た
と
い
う
「
鬼

岩
階
段
」、
宮
崎
の
巨
樹
百
選

に
選
ば
れ
た
樹
齢
１
０
０
０
年

の
ク
ス
ノ
キ
な
ど
、
伝
承
と
自

然
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
東
霧
島
神
社 えびの市青年連絡会議について話す宮路さん

下島内自治公民館長
吉元正一郎さん
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ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊

え び の の ひ と

宮路博臣さん

　
「
市
民
の
方
が
誰
で
も
参
加
し

や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
行
い
た
い
で
す
」
と
話

す
の
は
、
え
び
の
市
青
年
連
絡
会

議
議
長
の
宮
路
博
臣
さ
ん
（
上
浦

区
）
で
す
。

　

え
び
の
市
青
年
連
絡
会
議
は
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
青
年
層

の
交
流
と
親
ぼ
く
を
図
る
た
め
に

発
足
。昭
和
61
年
の「
踊
っ
て
語
っ

て
燃
え
た
、
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
白
鳥
」
開
催
か
ら
本
格
的

に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

連
絡
会
議
は
、
市
内
の
青
年
で

構
成
す
る「
商
工
会
青
年
部
」、「
Ｊ

Ａ
青
年
部
」、「
青
年
会
議
所
」、「
え

び
の
市
Ｓ
Ａ
Ｐ
会
議
」
の
4
団
体

約
90
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
行
わ
れ
た
「
口
蹄
疫
復
興

イ
ベ
ン
ト
焼
肉
ス
タ
ジ
ア
ム
」も
、

え
び
の
市
青
年
連
絡
会
議
が
運
営

の
主
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
で
は
、
新
成
人

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

「
人
前
に
出
て
の
ス
ピ
ー
チ
は
苦

手
で
す
。
で
も
、
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
多
く
の
仲
間
と
知
り
合
い
、

交
流
が
で
き
ま
す
。
家
で
農
業
を

し
て
い
る
の
で
す
が
、
仕
事
も
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
も
幅
が
広
が
り
ま
し

た
」

　
「
若
い
人
に
活
気
が
あ
れ
ば
、

え
び
の
市
全
体
が
盛
り
上
が
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
通
し
て
若
者
に
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
」
と
意
欲

えびの市の若い力で
魅力あるまちをつくりたい

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

連
絡
会
議
で
は
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。「
え
び
の
市
内
の
若

者
で
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
な
ど
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
え
び
の
市
青
年

連
絡
会
議
に
入
り
ま
せ
ん
か
。
若

い
力
で
え
び
の
市
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

みやじ・ひろたか／ 32 歳／上浦区／農
業／えびの市青年連絡会議でいろんな
人と知り合うことができました。趣味
は、仲間との交流

Hirotaka　Miyajiそ
の
18

鬼が一晩で積み上げたという鬼岩階段

悲しみの涙が固まったとされる神石裂盤
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2
月
17
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
平

成
23
年
度
農
業
振
興
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
会
に
は
、
農
家
ら
約
３
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
え
び
の
市
の
農
業
振

興
を
図
る
た
め
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
、
講
師
に
宮
崎
県
都
農
町
の

獣
医
、
青
木
淳
一
さ
ん
が
招
か
れ
ま
し

た
。

　

青
木
さ
ん
は
「
世
界
と
の
関
わ
り

の
中
で
の
日
本
の
畜
産
」
の
演
題
で

「
口こ

う
て
い
え
き

蹄
疫
の
体
験
を
今
後
の
農
業
に
生

か
す
べ
き
で
す
。
付
加
価
値
の
あ
る
農

作
物
を
つ
く
れ
ば
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
怖
く
な

い
と
考
え
ま
す
」
と
講
演
し
ま
し
た
。

　

2
月
19
日
、
え
び
の
市
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
で
、
小
中
学
生
英
語
暗
唱
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
市
内
の
小
学
生
14
人
、

中
学
生
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
英
語
力
を
身
に
付
け
、

多
く
の
人
の
前
で
は
っ
き
り
と
発
音
、

自
己
主
張
で
き
る
児
童
生
徒
の
育
成
を

目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
坪
倉

萌
々
華
さ
ん
（
上
江
中
2
年
）
は
「
英

語
は
小
学
生
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
。
大

会
本
番
ま
で
の
短
い
期
間
で
一
生
懸
命

練
習
し
ま
し
た
。
最
初
の
方
で
ミ
ス
を

し
ま
し
た
が
、
賞
が
取
れ
て
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

2
月
20
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
田

の
神
さ
あ
学
び
の
里
い
き
い
き
フ
ェ
ア

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

催
し
に
は
、
市
内
で
活
動
す
る
9
団

体
が
参
加
。
日
頃
の
学
習
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
こ
れ
ま
で
「
生
涯
学

習
大
会
」
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
今
回
か
ら
、
よ
り
親
し
み
の
も
て

る
「
田
の
神
さ
あ
学
び
の
里
い
き
い
き

フ
ェ
ア
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

催
し
で
は
、
生
涯
学
習
功
労
者
と
し

て
真
方
光
男
さ
ん
（
下
大
河
平
区
）、

岩
下
傳
さ
ん
（
白
鳥
区
）、
生
涯
学
習

優
良
団
体
賞
と
し
て
え
び
の
童
夢
太
鼓

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

クイズ形式で発表をする参加者もいました

本の言葉を紹介しながら講演する青木さん

えびのハレルヤ合唱団による成果発表

　

3
月
3
日
、
市
役
所
本
庁
で
平
成
22

年
度
自
衛
官
入
隊
入
校
者
激
励
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
春
、
自
衛
官
に
入
隊

入
校
す
る
え
び
の
市
出
身
者
は
７
人
。

う
ち
2
人
が
え
び
の
駐
屯
地
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
。
激
励
会
で
は
、
入
隊
入

校
者
に
村
岡
市
長
が
挨
拶
。防
衛
大
臣
、

宮
崎
県
知
事
か
ら
ビ
デ
オ
で
激
励
の
言

葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
先
輩
隊

員
の
体
験
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
入
隊
入
校
者
を
代
表
し
て
、

柚
木
崎
廉
さ
ん
が
、「
現
在
の
気
持
ち

を
大
切
に
、
立
派
な
社
会
人
、
立
派
な

自
衛
官
と
な
る
こ
と
を
誓
い
、
初
心
を

忘
れ
ず
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

2
月
27
日
、
真
幸
地
区
体
育
館
で
第

30
回
え
び
の
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流

大
会
（
大
縄
跳
び
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
団
員
約
１
３
０
人
が
参
加
、
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
年
は
口こ

う
て
い
え
き

蹄
疫
復
興
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。体
育
館
に
は
、

口
蹄
疫
を
吹
き
飛
ば
せ
と
元
気
な
声
が

響
い
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
上
江
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
宮
原
英
輔
さ
ん
は
「
練
習
で
は

２
４
７
回
跳
べ
ま
し
た
が
、
本
番
で
は

85
回
し
か
跳
べ
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

紹介を受ける入校者と保護者

呼吸を合わせて跳ぼうとする選手たち

　

3
月
5
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
え

び
の
市
地
域
福
祉
推
進
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
市
民
ら
約

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
地
域
課
題
の
解
決
に

積
極
的
に
関
わ
り
、
住
ん
で
良
か
っ
た

と
思
え
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
の
気
運

づ
く
り
を
目
的
に
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
講
師
に
精
神
科
医
、
越
智

啓
子
さ
ん
が
招
か
れ
ま
し
た
。

　

越
智
さ
ん
は
「
笑
い
の
天
使
に
愛
さ

れ
る
生
き
か
た
」
の
演
題
で
、
自
身
の

診
療
所
で
の
体
験
か
ら
、
人
と
の
つ
な

が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切

さ
を
講
演
し
ま
し
た
。

越智さんの講演では、会場は笑いの渦に包まれました

　

2
月
21
日
、
市
社
会
教
育
課
が
主
催

の
「
親
育
て
講
座
」
が
明
石
酒
造
株
式

会
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
、
そ
の
手
法
を

家
庭
や
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。
市
内
の
企
業
で
行
わ
れ
る

の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

　

講
師
に
は
、
県
教
育
委
員
の
外
山
與

子
先
生
が
招
か
れ
ま
し
た
。

　

講
座
を
受
け
た
明
石
酒
造
の
小
城
賢

治
さ
ん
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
仕
事
に
少
し
で
も
生
か
し
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

コミュニケーションの取り方について話を聞く参加者

英
語
暗
唱
を
競
う

え
び
の
市
の
農
業
を
考
え
る

生
涯
学
習
の
成
果
を
発
表

大
縄
跳
び
に
挑
戦

自
衛
隊
入
隊
入
校
者
を
激
励

市
内
企
業
で
親
育
て
講
座

地
域
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
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information

お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所 ▼ ▼ ▼ 　☎ 0984‐35‐1111

ることができます。
　宮崎県内の落し物に関する
情報は、宮崎県警察本部ホー
ム ペ ー ジ（http://www.pref.
miyazaki.lg.jp/police/）をご覧
ください。
問えびの警察署
☎ 33-0110

税務署でのご相談は予約を

　税務署でのご相談は、電話で
の事前予約をお願いします。
　具体的な書類や事実関係を確
認する必要があるなど、相談内
容により電話での回答が困難な
場合には、所轄の税務署に電話
で事前に相談日時等を予約した
上で、相談を行っています。
　税務署での相談のため、電話
で事前予約手続きを行う場合に
は、電話番号に従って「2」を
選択してください。
　なお、予約の際には、お名前・
ご住所・相談内容等を伺います。
　だだし、税金の納付相談や確
定申告時期に申告会場へ行く際
は、電話での事前予約手続きは
必要ありません。
問小林税務署
☎ 23‐3126
※自動音声案内

地デジ未対応の方へ
支援対象が広がりました

　今年 7 月 24 日までに今まで
のテレビ放送（地上アナログ放
送）は終了します。
　総務省では、経済的な理由で
地上デジタル放送をまだ視聴で
きない低所得世帯に対して、支
援を行っています。対象は、

（1）生活保護世帯などでＮＨ
Ｋ放送受信料が全額免除の世帯

（2）市町村民税が非課税の世
帯（平成 23 年 1 月 24 日から）
　支援内容は地上デジタル放送

対応の簡易なチューナー（1 台）
の無償給付などとなります。
　支援の内容、申し込み方法等
は、対象世帯によって異なりま
す。
　 詳 し く は、 総 務 省 地 デ ジ
チューナー支援実施センターへ
お問い合わせください。
○放送受信料全額免除世帯への
支援：☎ 0570‐033840
○市町村民税非課税世帯への支
援：☎ 0570‐023724

夏休み海外派遣参加者募集

　文部科学省所管の財団法人・
国際青少年研修協会では、10
事業の参加者を募集していま
す。体験を通して、お互いの理
解や交流を深め、国際性を養っ
てみませんか。

【内容】ホームステイ、ボラン
ティア、文化交流、学校体験、
英語研修、地域見学、野外活動
など

【派遣先】米国、英国、豪州、
カナダ、シンガポール、サイパ

ン、カンボジア、フィジー
【 日 程 】7 月 23 日（ 土 ） ～ 8
月 14 日（日）の 8 日～ 18 日
間

【対象】小学校 3 年生～高校 3
年生までの方

【参加費】23 万円～ 54 万円（共
通経費は別途）

【その他】日程・対象について
は事業により異なります。
　詳しい内容、資料の請求は国
際青少年研修協会までお問い合
わせください。
問国際青少年研修協会
☎ 03‐6459‐4661
FAX03‐6459‐4633

堤防の刈り草を提供します

　国土交通省では、川内川堤防
等の維持管理のため、除草作業
を業者に委託して行っていま
す。その刈り草を資源の有効利
用を図るため、地域の皆さんに
提供し、家畜粗飼料や畑等の敷
き草、堆肥などに利用してもら
いたいと考えています。

一斉指令システム導入

2月の活動状況 火災 2 件 年計 3 件
［えびの消防署管内］ 救急 54 件 年計 117 件

　西諸広域消防本部では、３月１日から一斉指令システ
ムを導入。固定電話、携帯電話でも「119 番」通報は全
て小林（指令室）につながるようになりました。
　一斉指令システムは、一般家庭電話からの「119 番」
通報は、発信地が即座に判明できますが、携帯電話から
の通報は発信地がわからない機種があります。
　携帯電話での通報は、住所や目標物（商店、ガソリン
スタンド、学校等）を伝えてください。
　「119 番」通報時は、①火災か急患かを伝える。②発生
場所を伝える（住所、目標物）。③傷病者の氏名、年齢、
症状を伝える（分かる範囲で）。④「119 番」通報を行っ
た方の住所、氏名、電話番号を伝える。をわかる範囲で行っ
てください。

2 月の交通事故 人身 6 件 年計 15 件
　発生状況 物件 28 件 年計 58 件

【期間】
平成 23 年 4 月 1 日（金）～ 4 月 10 日（日）

【運動の重点】
・子どもと女性の犯罪被害防止
・自転車の盗難被害防止
・住宅を対象とする侵入犯罪の被害の防止

【注意事項】
・えびの警察署内でも、空き巣事件、事務所荒らし事件
が発生しています。いずれも無施錠箇所からの侵入です。
「貴重品がないから、すぐ戻るから」などと思い鍵を

せずに外出するのはやめましょう。
・自転車は、鍵をしていても壊され盗まれることがあり
ます。二重ロックに心がけましょう。

春の交通安全運動

障害基礎年金、児童扶養手
当の支給取扱が変わります

　平成 22 年の国民年金法改正
により、平成 23 年 4 月から障
害基礎年金の子の加算額と児童
扶養手当支給額を比較し、支給
金額の高い方を選択し受給でき
るようになります。　　
　対象となるのは 18 歳の 3 月
31 日に達していない児童 ( 障
害児は 20 未満 ) を父および母
が監護し、父または母が障害基
礎年金を受給している世帯で
す。児童扶養手当の認定は児童
の監護状況等により判断されま
す。
　選択し受給するためには、市
への申請と国民年金機構への届
出が必要です。該当するのでは
ないかと思う場合は、市福祉事
務所または、市民課市民年金係
まで、お早めにご相談ください。
問市福祉事務所
内線 267
問市民課市民年金係
内線 276

3 月 27 日～ 4 月 4 日市役
所窓口の利用時間延長

　3 月下旬から 4 月上旬にかけ
て、転入や転出などのため窓口
を利用される方が多くなりま
す。市では、市民の皆さんが仕
事帰りや休日でも住民異動届や
証明書の交付申請などの手続き
ができるように、市役所本庁の
窓口利用時間の拡大を行いま
す。

●場所・期間等
【場所】えびの市役所本庁
【期間】平成 23 年 3 月 27 日 ( 日 )
～平成 23 年 4 月 4 日 ( 月 ) の
9 日間

【時間】平日　午後 5 時 15 分
～午後 7 時
土日　午前 8 時 30 分～午後 5
時 15 分

【利用可能な窓口と取り扱い業
務】
市民課：住民異動届の提出、印
鑑登録、戸籍届出、諸証明（住
民票の写し等）の交付申請、住
民基本台帳カード発行申請、国
民年金 ( 転入出、保険料免除申
請、 学生納付特例申請、資格取
得の届出、年金振込口座の変更 )
に関する業務、転入学通知書の
発行
健康保険課：国民健康保険、後
期高齢者医療保険の資格取得、
喪失の届出
長寿介護課：介護保険の資格取
得、喪失の届出
税務課：税務の諸証明の交付申
請
福祉事務所：子ども手当関係、
子ども医療費助成の手続
※お願い
　上記以外の課の窓口、手続等
は利用できません。
　手続内容によっては、通常の
業務時間中に再度来てもらうこ
とがあります。
問各担当課へ直接お問い合わせ
ください。
☎ 35-1111（代表）

インターネットで落し物の
検索ができます

　宮崎県内で取り扱われた落し
物に関する情報が、自宅のパソ
コンで検索できます。
　県外で取り扱われた落し物に
関する情報は、各都道府県の警
察本部のホームページで検索す

　草刈りから梱包までは業者で
行いますが、現地からの持ち出
しは利用者に行ってもらいま
す。刈り草を希望の方は下記ま
で申し込みください。

【申込方法】国土交通省川内川
河川事務所京町出張所で申請を
行ってください。

【申込締切】4 月 4 日（月）～
4 月 28 日（木）
ただし、土日・祝日を除く、午
前 9 時～午後 5 時まで
※締め切りを過ぎた申し込みは
受付けられません。

【その他】今回の募集は、許可
制による個人の採草とは異な
ります。登録期間は 1 年です。
今まで登録されていた方で引き
続き希望する場合は、新たに申
し込みをお願いします。
問国土交通省川内川河川事務所
京町出張所
☎ 37‐1151
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掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

く ら し の め も

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

　どちらかというと男性の心はストレスが限界

に達すると簡単にポキッと折れてしまう「木の

棒」のようで、女性は「風になびく柳」のよう

にしなやかで、しかも限界点に達しないように、

おしゃべりや食べ物・エステ・買い物などでガ

ス抜きをしています。

　ストレスは愚痴を言い合い「ほんとそうだよ

ねぇ」と共感しあうことでかなり発散できます。

　特に「男ならメソメソ泣くな」などと言われ

て育った人は自分のプライドが傷つくのが耐え

られないので、他人の助けを借りたり、自分の

弱みを見せたりすることに強い抵抗を感じるよ

うです。

　弱みやだらしない姿をさらけだせるのは唯一

家の中だけで、妻にしてみれば自分の話は聞い

てくれない上に、そんな姿にガックリきて「友

だちといる方が楽しい」となるようです。

気に笑
って

健康
え び の

『　便利な農具・道具たち』

　ベテランの農家や家庭菜園を楽しんでい
る人たちが選んだ市販の珍しい道具、農家
が独自の工夫を施した自慢の農具・道具等
が多数紹介されています。農具等の選び方
や使いこなし方を伝授してくれます。
　その他にも一般的な道具や機械のメンテ
ナンス、保管の方法、安全・快適な衣類な
ども紹介されています。
　これまでの作業にひと工夫加えてみませ
んか。農家の方必見の一冊です。
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日
ざ
し
の
温
も
り
に
春
を
感
じ
、
草
や
木
に
生
命
の
萌
え
出い

づ
る
弥や
よ
い生
と
な
る
。

過
疎
化
が
進
む
今
、
家
に
住
む
人
は
な
く
と
も
、
自
然
の
命
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
転
生

さ
れ
て
い
る
。
作
者
は
過
ぎ
来こ

し
方
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川
辺
の
道
す
じ
に
、
こ
ぶ
し
の
木
が
数
本
並
ん
で
立
っ
て
い
ま
す
。
春
を
告
げ
る

花
…
見
上
げ
る
青
い
空
に
と
け
こ
ん
で
ゆ
く
花
…
あ
わ
あ
わ
と
優
し
い
春
の
空
に
一

番
良
く
似
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
白
い
花
は
、
仏
様
を
拝
む
合
掌
の
形
に

も
似
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　
「
え
び
の
俳
句
会
」
の
先
輩
の
方
が
一
月
に
60
歳
と
い
う
若
さ
で
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
心
か
ら
ご
冥め
い

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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今
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懐
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も
狂
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春
一
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も

初
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未
だ
遠
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耳
を
済
ま
す
私
の
気
の
せ
い
か

梅
や
椿
の
蕾
が
呼
び
寄
せ
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か
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懐
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あ
と
幾
日

　今月の特集で、市内小中学校を取材させてもらいました。
子どもたちの元気の良さに圧倒され、また、子どもたちの
笑顔がとても素敵で印象的でした。
　広報担当になり、もうすぐ 1 年になります。慣れてきた
様でまだ、慣れていないような気がします。初心を忘れず、
分かりやすいく読みやすい広報紙づくりを目指しがんばり
ますので、よろしくお願いいたします。（川野）

短
　

歌
俳
　

句

詩

　老後に夫と暮らすと妻の死亡リスクが 2.02

倍に高まり、逆に夫は妻と暮らすと 0.46 倍に

下がったというデータもあります。

　コミュニケーションとは、お互いの気持ちの

キャッチボール。子育てや家事の分担などで夫

婦のコミュニケーションが必要な時に、仕事を

口実に家庭を顧みなかったようなコミュニケー

ション能力のない夫とずっと一緒にいることの

ストレスは計り知れないようです。「自分のこ

と（気持ち・喜怒哀楽）をわかってもらいたい」

という欲求は人間の最も基本的な欲求です。で

すから、気持ちを汲んでもらえた時はこの上な

い喜びを感じます。

　幸せな老後のためにも、気持ちのキャッチ

ボールを意識して会話をしてみましょう。
参考文献：コミュニケーションスキルと対話力　中西雅之著

農文協／編
（社団法人　農山漁村文化協会）

（
自じ

ち
ゅ
う註
）

（
評　

竹
下
妙
子
）
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今月の
納税

【クーリング・オフができない場合】 
◎ 消耗品を使用、消費している場合
◎ ３，０００円未満の商品を購入し、その場で商品と
引き換えに代金全てを現金で支払った場合 
◎ 化粧品、健康食品などいわゆる消耗品で使用や消
費してしまった場合 
◎ 乗用自動車等の購入 
◎ 葬儀　など 
　クーリング・オフは期間が定められているため、早
めに解除通知することが大切です。
　電話などではなく、必ず書面で行いましょう。クー
リング・オフの通知の書き方や手続き方法がわからな
いときは、悩んでいないで、消費者センターや市役所
へ相談しましよう。
市民課生活環境係☎ 35-1111（内線 285）

■鞍津輪保健師（健康保険課）コミュニケーションは百薬の長

「覚えておこうクーリング・オフ」

◎えびの市の人口
　男性／ 9,988 人（－ 14 人）
　女性／ 11,373 人（－ 8 人）
　合計／ 21,361 人（－ 22 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,166 世帯（＋ 6 世帯）

（平成 23 年 3 月１日現在）

転入／ 53 人
転出／ 57 人

出生／ 12 人
死亡／ 30 人

【クーリング・オフ（契約を取り消せる）制度】
　訪問販売（催眠商法も含まれます）や電話勧誘で
契約をしてしまった場合、契約書（申込書）を受け
取った日から 8 日間以内は、無条件で契約の解除（申
し込みの撤回）ができるという制度です。
　ただし、クーリング・オフの期間が過ぎてしまっ
ても、業者がルールを破った場合は、消費者契約法
により契約を取り消すことができます。

【消費者契約法による取り消しの条件】
◎商品に関する重要なことでうそをついた
◎消費者に不利益になることを告げなかった
◎「帰ってくれ」「帰りたい」という消費者の意思表
示を無視した　
◎不確定なことを間違いないかのように判定して告
げた　など

納税は口座振替が便利です
手続きは金融機関または市役所まで
※通帳と銀行印を持参してください。
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妙
見
神
社

149

士
を
打
ち
落
と
し
鎌
を
以
て
首
を
か

き
落
と
し
廉そ

そ
う相
の
こ
と
を
い
た
し
ま

し
た
」
と
言

ご
ん
じ
ょ
う上
し
ま
し
た
。

　

義
弘
は
、
機
嫌
良
く
「
汝
（
な
ん

じ
）
の
働
き
は
百
姓
の
身
分
と
し
て

は
、
珍
し
い
も
の
で
あ
る
」
と
称
賛

し
、
廉
相
と
言
上
し
た
こ
と
は
珍
言

で
あ
る
と
、村
名
を
名
字
に
下
さ
れ
、

大
迫
廉
相
兵
衛
と
改
名
す
る
様
に
命

じ
ま
し
た
。（
木
崎
原
合
戦
伝
）

　

妙
見
神
社
は
、
大
迫
廉
相
兵
衛
の

子
孫
が
宮
司
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）
五
月

二
十
八
日
に
本
殿
と
拝
殿
が
再
建
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

妙
見
神
社
は
、
え
び
の
市
原
田
字

妙
見
（
南
原
田
区
）
に
あ
り
ま
す
。

祭
神
は
、
弟

お
と
た
ち
ば
な
ひ
め
の
み
こ
と

橘
姫
命
で
す
。

　

日
向
地
誌
に
は
、由
緒
沿
革
が「
原

田
村
妙
見
神
社
小
社
大
迫
に
あ
り
社

地
九
歩　

例
祭
陰
暦
八
月
十
五
日
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

創
建
の
歴
史
は
、
第
十
二
代
景
行

天
皇
の
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
不
詳
で
す
。

　

景
行
天
皇
の
時
代
に
日

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
が

熊
襲
を
征
伐
し
ま
し
た
。
当
地
と
も

縁
が
深
く
、
白
鳥
神
社
に
は
日
本
武

尊
を
、
妙
見
神
社
に
は
、
妃
の
弟
橘

姫
命
を
祀ま

つ

っ
て
い
ま
す
。

　

弟
橘
姫
命
は
、「
古
事
記
」、「
日

本
書
紀
」
に
は
、
国
の
平
定
の
た
め

に
奔
走
す
る
日
本
武
尊
を
陰
か
ら
支

え
続
け
、
最
後
は
自
ら
の
入
水
に

よ
っ
て
日
本
武
尊
を
救
命
し
た
と
い

う
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
妙
見

神
社
も
日
本
武
尊
を
見
守
る
か
の
よ

う
に
白
鳥
神
社
を
仰
ぎ
な
が
ら
鎮
座

し
て
い
ま
す
。

　

昔
あ
る
時
期
に
は
、
御
神
馬
と
し

て
白
馬
を
奉
納
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
年
）
五
月

四
日
、
木
崎
原
合
戦
で
勝
敗
が
決

ま
っ
た
時
、
島
津
義
弘
は
、
深
追
い

は
無
用
と
粥
餅
田
（
現
小
林
市
）
で

全
軍
に
ホ
ラ
貝
を
吹
き
、
味
方
を
集

結
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
首
を
掲

げ
て
走
っ
て
く
る
者
が
い
ま
し
た
。

義
弘
の
前
に
ひ
ざ
ま
づ
き
「
我
等

は
、
敵
の
者
に
あ
ら
ず
大
迫
村
の
百

姓
に
て
伊
東
の
騎
馬
の
落
ち
武
者
を

見
つ
け
た
。
竹
オ
コ
に
て
馬
上
の
武

原田にある妙見神社

（
文
／
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

広報えびのは環境にやさしい大豆油
インキを使用しています。


